
前期課程（小）
後期課程（中）

(9 年間 )

 中学校
 (3年間)

 小学校
 (6年間)

実践をふまえて

　「自分自身で深く思考する学び」と
「グループや学級での協働的な学び」を
相互に関連付けながら、他者と共に課題を
解決していくための力を育成することが求
められています。

Point

　現在、学校では「主体的・対話的で深い
学び」に取り組んでいます。
○これまでに自分が学んだことを振り返り、次
につなげようとする「主体的な学び」
○子ども同士、教員、地域の人との対話などを
通じ、自分の考えを広げ深めようとする「対
話的な学び」

○知識を相互に関連付けて理解し、必要な情報
を抽出して、問題の解決策を見出すなか、新
たな価値を創造しようとする「深い学び」

求められる学び
　情報化やグローバル化、少子高齢化など
の進展

子どもたちが生きる未来

付けるべき力

急激な社会変化
複雑で予測困難

●生きて働く知識・技能の習得

●未知の状況にも対応できる思考力・

　判断力・表現力等の育成

●学びを人生や社会に生かそうとする

　学びに向かう力・人間性等の養成
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【第2段階】 小中一貫教育の実施（10～20年後）

【第1段階】 適正規模に統合

施設一体型　義務教育学校 施設一体型　小中一貫校

・市の東部に位置する校区から順番に、仮に第１校区から第５校区としています。
・点線で示した円は、児童・生徒数の状況を考え、施設一体型小中一貫校を設置する位置の目
安を示しています。
・Ａ～Ｅのパターンについては、地域や保護者のご意見をお聴きしながら進めていきます。
・第４・５校区の学校の組み合わせについては、今後の児童・生徒数の動向を勘案して検討します。

（説明事項）

学校再編のイメージ

※人数は、平成３０年５月１日現在で中学校に在籍している生徒数

現在：8中学校区 10～20年後：5校区

口吉川地区

吉川地区

細川地区

三木地区

志染地区

別所地区

三木南地区

緑が丘地区

青山地区青山地区

自由が丘地区自由が丘地区

第３校区

Ｅ志染中 ＋ 自由が丘中 460人

第２校区

Ｄ 志染中 ＋ 緑が丘中 426人

第５校区

第４校区

第１校区（A～Cの3パターン）

Ａ 吉川中 ＋ 星陽中 180人

Ｂ吉川中 ＋ 星 陽 中 156人

　　星陽中（豊地小校区）は第４校区に再編

Ｃ吉川中 137人
　　星陽中は第４校区に再編

（口吉川小校区）

※志染中のＤ（緑が丘中と統合）または
　Ｅ（自由が丘中と統合）のパターンに
　ついては、地域や保護者のご意見をお
　聴きしながら進めていきます。


